
○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 1 4 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 5 14 地下鉄車内・駅構内 7 90
スリ 21 169 RERのB線 1 13
置引き 17 93 上記以外の電車・駅構内 1 3
車上狙い 1 11 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 4 16

侵入盗（空き巣等） 0 6 エッフェル塔界隈 2 5
偽警察官 0 0 オペラ座界隈 10 39

その他の手口・不明 0 1 ルーブル・オルセー美術館界隈 0 9

合計 45 298 上記地区以外のレストラン・カフェ 1 19

上記地区以外のホテル 5 12

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 8 28

０時台～５時台 0 4 その他の場所・不明 2 27
６時台～９時台 11 36 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 13 67 電車・駅等交通機関 2 12
１４時台～１７時台 11 86 レストラン・カフェ等 0 5
１８時台～２１時台 6 69 ホテル 0 1
２２時台～２３時台 3 19 路上 1 13

不明 1 17 その他の場所・不明 1 6

合計 45 298 合計 45 298

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 9 47 男性 24 155
火曜日 7 37 女性 21 143

水曜日 5 33 合計 45 298

木曜日 11 35

金曜日 5 52 ○年齢 当該月 累計

土曜日 3 48 ２０歳未満 0 8
日曜日 5 44 ２０歳代 5 77
不明 0 2 ３０歳代 7 53

合計 45 298 ４０歳代 9 43

５０歳代 13 57

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 8 37

平日 37 192 ７０歳以上 3 23
週末・祝祭日 8 104 不明 0 0

不明 0 2 合計 45 298

合計 45 298

２０１９年７月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

７月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は４５件で、２０１９年の合計

は、計２９８件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎置き引きの被害が増加しています。ちょっとした油断により被害にあっていますので、貴重

品の管理には、常に注意を払ってください。 

◎渡航にあたっては、外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録をお勧めします。 

【２０１９年７月の被害届分析表】 

 

○月別発生件数(２０１９年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

50 45 45 31 32 50 45 0 0 0 0 0 298



【７月の被害例】 

１．凱旋門付近の通りにて，アラブ系と思われる男性からフレンドリーに国籍を聞かれた

ため日本人と答えたところ，足払いのようなことを何度もされた。振り切って歩き出

したが，直後にズボンのポケットに入れていた財布が盗まれていることに気づいた。

（男性在留邦人） 

 

２． オペラ駅にて，切符の販売機操作を手伝ってきた人がいたが，いつの間にかカバンの

ファスナーを開けられ，貴重品を盗まれていた。（女性旅行者） 

 

３．シャンゼリゼ通り付近の道を歩行中，背後から男性がショルダーバッグを刃物で引き

ちぎり，仲間のバイクに乗って逃走された。（女性旅行者） 

 

４．Chaussee d’Antin 駅構内にて，階段を降りようとしたところ，少年が急に割り込んで

座った。直後に後ろから２人の少年がバッグをひったくり逃走した。（男性旅行者） 

 

５．Poute Maillot の空港行きバス停にてバスを待っている際，キャリーバッグの上に置い

ていたビジネスバッグを置き引きされた。（男性出張者） 

 

６．モンパルナス駅ＴＧＶ出発前の車内にて，頭上の網棚に置いたカバンが１～２分目を

離した隙に盗まれた。（男性旅行者） 

 

７．カルカッソンヌ駅で電車に乗るタイミングで男性がスーツケースを持ち，棚に上げる

のを手伝ってくれたが，気づいたらカバン内から貴重品が盗まれていた。（女性旅行者） 

 

８．オペラ座付近のロワシーバス乗り場にて，スーツケースの上に置いていたトートバッ

グがいつの間にか盗まれていた。（旅行者夫婦） 

 

９．サンドニの広場で休んでいたところ，二人組の男に暴行の上，バッグを強奪された。（男

性旅行者） 

 

10．オペラ付近の路上にて，男に貴重品が入ったバッグをひったくられた。（女性旅行者） 

 


